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Ⅰ．緒言

Down症候群は、ヒトに存在する最も多い染色体異常であり、ほとんどが21番染色体トリソミーによるものとされている１)。発現頻度はわが国においては、約600人に１人の割合で増加傾向にあるとされており2,３)、臨床像として精神遅滞や眼瞼裂斜上、鞍鼻、耳介低位などの特徴的な顔貌、小奇形および皮膚紋理などが挙げられている１,３)。また、口腔領域においても特徴的な所見を有し、Down症候群の永久歯には、矮小歯や円錐歯などの形態異常4-6)、歯の先天性欠如7,8)、歯列不正9,10)が健常者より多く生じやすい。

歯科の二大疾患である歯周疾患とう蝕については、Down症候群は健常者と比較して歯周疾患の易罹患性11-14)が報告されている反面、う蝕罹患性は低いとされている。しかし、乳歯のう蝕に関する調査結果は、低う蝕罹患性であるとの報告15)、う蝕罹患率が低いとは言えないとの報告16)、さらにう蝕がまったくない者とう蝕が重症である者の２群に分かれるとの報告17,18)などさまざまである。また、永久歯のう蝕に関する調査においても乳歯と同様な結果が報告されており19-28)、う蝕罹患性に関して統一した見解は得られていない。
～　略　～
Ⅱ．対象歯および実験方法

1． 対象歯

　対象は、交換期に抜去された下顎乳犬歯で肉眼的にう蝕、白斑、亀裂がみられないDown症候群児（以下、Down症児群と略す）６歯と定型発達児（以下、定型発達児群と略す）６歯を用いた。抜去時平均年齢は、Down症児群では９歳10か月±11か月、定型発達児では９歳８か月±５か月であり、両群間に統計学的有意差は認められなかった。

２．実験方法

　本研究における実験は、以下の手順にて行った（図1）。

１）試料作製

　
～　略　～
Ⅲ．結果

１．生化学的分析

1） 小柱芯部のCa濃度（図２）

酸処理前後のCa濃度の比較において、Down症児群では、有意差は認められなかったが、定型発達児群において酸処理後は酸処理前に比して有意に低い値を示した（p<0.01）。Down症児群と定型発達児群間の比較では、酸処理前および酸処理後ともに両群間のCa濃度に有意差は認められなかった。

2） 小柱芯部のP濃度（図３）
酸処理前後のP濃度の比較では、Down症児群において有意差は認められなかったが、定型発達児群において酸処理後は酸処理前に比して有意に低い値を示した（p<0.05）。Down症児群と定型発達児群間の比較では、酸処理前および酸処理後ともに両群間のP濃度に有意差は認められなかった。
～　略　～
Ⅴ．結論

　本研究はDown症候群児の乳歯エナメル質におけるう蝕罹患性の特徴を知る目的で、酸処理前後の下顎乳犬歯のエナメル質表層における小柱芯部のCaとPの濃度測定および組織構造の観察を行い、定型発達児のそれと比較検討し、以下の結論を得た。
～　略　～
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